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研究成果の概要（和文）：2001 年以来、都市部の従業員数 3 万人の大企業グループにおいて

長期間観察可能な 3,219 名規模のコホートを立ち上げた。同意の得られた人間ドック受診

者を対象に、CT による内臓脂肪面積並びに腹囲周囲径、空腹時血糖値やインスリン値、

血圧や脂質などの代謝指標を測定してメタボリック症候群を評価し、メタボリック症候群

の病態形成の過程で腹部脂肪量がリスクコンポーネントの集積に如何に寄与するのか解明

すること、その危険因子を検討することを目的として研究開始した。 
内臓脂肪は、リスクコンポーネントの高血圧、高血糖、高中性脂肪血症の発症に正の相

関を認めた。一方、HDL-コレステロールの低下については、これまでのデータベースで
は関連を認めていない。歩数調査による生活習慣では、メタボリック症候群に該当する群
では週末に歩数が減少しているなど行動パターンが変化している可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：To investigate the relationship between abdominal obesity and 
the development of risk components of metabolic syndrome (MS) in a large Japanese 
cohort, we conducted a longitudinal survey in subjects undergoing human dry dock 
examinations in a company setting. 

This study demonstrates that abdominal fat is an independent predictor for new 
onset of individual components of the metabolic syndrome. Our results are consistent 
with the concept of an etiology for MS except low HDL-cholesterol. A public preventive 
strategy is essential to reduce abdominal obesity initiatively. 
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１．研究開始当初の背景 
中高年就労者の保健医療分野における喫緊
の課題は、高血圧症・２型糖尿病・高脂血症・
高尿酸血症などの生活習慣病が重積するこ
とにより、心血管系疾患の易発症性となるこ
とでありその対策は急務である。その病因の

共通基盤として上流には、我が国では内臓脂
肪蓄積が、諸外国ではインスリン抵抗性の関
与が自明のように扱われてきた。しかし、内
臓脂肪の測定には CT 撮影が必要であるが、
CT 撮影を組み入れた内臓脂肪をテーマとす
る疫学研究は我が国においては申請者らの



結果を待つまで報告は無かった。そのため、
メタボリックシンドロームの形成と CT 測定
結果による内臓脂肪蓄積との関係を経時的
な観点から検討を加え、より適切なメタボリ
ック症候群の診断基準作成のための基礎デ
ータを提示する必要性があった。 
 
２．研究の目的 
CT で実施して以後に蓄積されたコホート研
究データを用いて、腹部脂肪の観点からメタ
ボリックシンドロームのリスクコンポーネ
ントの病態形成過程を統計的に解析し記載
する。 
 
３．研究の方法 
研究デザインは、Prospective cohort study, 
(一部 retrospective cohort study), case 
control study に準拠して実施する。内臓脂
肪や皮下脂肪の量をリスクファクターとし
てノンパラメトリック生存分析（カプランマ
イヤー法）などを用いた。アウトカムとして
は、問診情報から現病歴を聞き取ることによ
り、新規発症した代謝関連疾患（メタボリッ
ク症候群のリスクコンポーネントになって
いる疾患を１次評価項目、脳・心血管系の疾
患について２次評価項目として）をイベント
と定義し、共変量は生活習慣を採用した。 
 
４．研究成果 
(１）コホートの立ち上げ 
都市部の従業員数 3万人の大企業グループに
おいて、長期間観察可能な 3,219 名規模のコ
ホートを立ち上げた。 
(２）内臓脂肪はメタボリックシンドローム
のリスクコンポーネントである高血圧、高血
糖、高中性脂肪血症の発症に正の相関を認め
た。HDL-コレステロールの低下について関連
を認めていない。 
 
 
 
 
 
 
(３）生活習慣における歩数調査では、メタ
ボリックシンドロームに該当する者では週
末に歩数が減少している可能性が示唆され
た。 
(４）中年勤労者では平日と休日で身体活動
のパターンが異なっていると示唆された。 
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